
行方市立行方小学校 学校だより

平成２３年 ７月４日（月）

第４号
夢に向かって，

たくましく生きる行方っ子の育成

◎自ら考え学び合う子ども ◎思いやりのある子ども ◎健康でねばり強い子ども

１学期も残りわずか！
学習のまとめと夏休みに向けての準備を少しずつはじめます

１０人の新入生を迎えてスタートした１学期も，あとわずかとなってしまいました。

今月は，１学期の学習のまとめと有意義な夏休みを迎えるための計画に重点を置いて指導していき

ます。お子さんの様子で不安なことや長い夏休みを迎えるにあたり困っていることがありましたら，

担任までお知らせ下さい。

６月７日（火）の朝に，プール開きを行いました。みんプール開き
なが安全に，楽しく学習することを誓いました。

プールの安全性について
行方市内の学校のプールについては 「通常通り水泳の，

授業を行っても差し支えない 」との行方市教育委員会の。

指導の下行っております。

また，市内学校のプールの水質検査においても，放射性

ヨウ素（ ，放射性セシウム（ ，放射性セシウI-131 Cs-134） ）

ム（ ，放射性セシウム（ ｓ ）は検出されませCs-136 C -137）

んでした。

今年のサツマイモは
トンネル６本

６月２２日(水)にサツマイモ

の苗を植えました。震災の影響

で，今年度は，高木雅雄さんの

畑をお借りすることになりまし

た。

トンネル６本に植えたので，

秋の収穫が楽しみです。

キッザニア ６月１０日（金）５・６年生遠足
今年度の５・６年生の遠足

は，キッザニアでした。リア

ルな街の中で，職業体験や社

会体験にチャレンジしてきま

した。写真左はコーラ会社の

社員になってコーラの製造を

しようとしているところで

会社に就職） す。写真右は，お医者さんに

なり手術をするところです。

学校の放射線量率について

行方市のホームページにあり
ますように，行方小学校の平成
２３年５月２７日から７月１日
までの値は， （マ0.125～0.149
イクロシーベルト毎時）で，健
康に影響を与えるレベルではあ
りません。
「行方市における放射線量率測定
結果」（2011年7月1日掲載）より

このことから，本校では，昨
。年同様の活動を行っております

（平成２３年６月２４日文部科学省）より抜粋「放射能を正しく理解するために」

１日(金) 読み聞かせ会 １～６年生
（ＰＴＡ図書委員会）
自由参観日(５校時)
第１回評議委員・評価委員会

４日(月) 体重測定 ３，４年生
５日(火) 全校朝会

４年生社会科見学
６日(水) 主任児童員・民生委員訪問
７日(木) 委員会活動

体重測定１年生，５・６年生男子

鍵盤ハーモニカ講習 １年生
体重測定２年生，５・６年生女子

歯の指導（対象者）
１２日(火) 児童朝会

歯の指導（対象者）
１４日(木) 読み聞かせ １・２・３年生

第１回学校保健委員会
１５日(金) 第２回避難訓練（不審者侵入）
１８日(月) 海の日
２０日(水) 第１学期終業式

（給食有り）
１４：３０一斉下校
１１０番の家訪問

２１日(木)
学びの広場サポートプラン２２日(金)

２５日(月) ４・５・６年生
２６日(火) 時間 ９：００～１０：１０
２７日(水) 場所 西浦地区学習センター

「「「「まちまちまちまちＣＯＭＩ」ＣＯＭＩ」ＣＯＭＩ」ＣＯＭＩ」
登録について

行方小学校では，連絡事項の一部について，携

帯電話のメールでも行っています。例えば，遠足

の帰校時刻の変更とか，奉仕作業の雨天延期等が

これに当たります。連絡事項は，文書や緊急の場

合は緊急連絡網で電話連絡によりお知らせしてい

ますが，緊急連絡網でお知らせするまでではない

が，保護者の皆様に知っておいていただいた方が

よいと思われることもありますので，是非登録を

お願いいたします。夏休みに入り，児童を通して

の連絡が難しくなりますので，この機会に是非よ

ろしくお願いいたします。

（登録方法） ※ いずれかの方法で登録を！

１ バーコードによる登録

・希望者には学校から用紙をお渡しします。

２ 行方小学校に電子メールを送付

・学校のメールアドレスに，情報を送って欲

。しい携帯から登録希望をメールしていただく

・児童の学年，氏名をお書きください。

３ メールを送って欲しい携帯電話のアドレス

を担任に知らせる。

４ 送って欲しい携帯電話を学校に持て来てい

ただく。

※ 詳しいことにつきましては，担任，または

教務主任，教頭までご連絡下さい。

学校において年間１ミリシーベルト」学校において年間１ミリシーベルト」学校において年間１ミリシーベルト」学校において年間１ミリシーベルト」「「「「

校庭における空間線量率が毎時１
マイクロシーベルト程度の学校で
あれば、通常の学校生活で十分達
成できると考えられます。
「放射能を正しく理解するために」
（平成２３年６月２４日

文部科学省）より


